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Alkylphosphate矧 こより阻事された acetyト

ぐholinesteraseの活性化についてo

I.Wilsonand冗.Meislich.･Reactivation of

Acetylcholinestemse●InhibitedbyAlkylphosp-

hates.I.A.C.S.75..4628(1953)

或る桁の燐恨エステル筋佼えはtetraalkylpyroph-

osphatcs,dialkylp-nitrophenylphosphates及び

dialkylL7uorophosophatcs矧 ま acetylFholineste-

rase及びその他⊥般のesterase賓王の強い不可逆的阿

哲剤である.その致死作用は cholinesteraseの不朽

他化によるもので ある｡ この阻巧拙柿は

仇】orophosphteを例にとるとそのmT'反応

により,下記の反応式に示すように燐硬化畔

許が生ずるOこ でゝ IIIGは即諾の活性部で

醗性基 (Ii)と境韮性韮 (-)をもって店･る｡

瞬擬化群菜はカルボン酸エステルの非業加水

分解の際の中ロTl物であるアシル化酵謀と街似

したものである｡然しアシル化群素は水と容

易に反応して相'ET.'する酸を生じ酵素は門生す

るが塀酸化好素は水と極めて徐々にしか反応

しない｡この反懸速姥の遅いことが之等の化

された役もZJ2q･しその再生作用に役立つのである｡従

って非常に長い箔性化剤を作るためには同一分子中に

hydroxylamino のような良い活性化苑と適当な位紀

の節4級窒素構造を組合すれば長いように思われる｡

私達はこの考えに基いて nicotinhydroxamic acid

methiodideを合成しこの活性化カをhydroxylamiりe
と此校 した｡

この研化合物を用いて私i封土diisopropy18uoro-

phosphateによるFLl;与の完全な活性化に初めて成功

した｡ (中島稔)
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合物が琵換物質ではなくて阻繋物質である祈以である｡
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この説から考えると求技的試菜を班えは酵架を脱坪

内し従ってその活性を投沼さすことが.u来るであろう

と想像山来る｡R=ごethyl(阻E.t,剤ニーetraethylpyroI

phosphate叉は diefhyl爪uorophosphate)の場合は

amino,hydroxyl,mercaptyl,guanidino,amidino,

pyr王dyl或は hydroxylamine等の基を有する多くの

化合物に よ り容易に酵素 の措性化が川来るが R-

isopropyl(FfL巧剤-dii50PrOpy18uor｡phosphte)I

の場合の括性化は非常に難 しいo

HydroxylAmineを例にとって説nJl+ると拓肘 ヒは

次のようにして起る｡

･IO雨 ,o(朝 憲 い｣可 凋H QR̂oB

Acetylcholinesteraseは肺f!l:liJl港 では アニオン部

があり,之にアルキル化されたカチオyのアミノ共と

紹介する｡宍験によるとこの71=オン部は酵素がFEl;与

硫茸との友応による全 Pyrethrin の包埋比色定

丑法 LW.Levy.andR.E.Estra(la:Pyrethrum

m̂lysiS, 】く.lpid Color･imetric I)ctermination

ofT(-hll〉yrethrinshyReactionlVitllSlllfur.

I.Afrr.andFoodChem.2,62(J(1934).

著者等の近位方法は硫茄との反応により Pyrethrin

を赤禍色に発色せ しめ此色定昆す るもので あ って,

kerosine,各琶協力剤,I)DTは姐軍作用を示さず少

量の試料で足 l)る.次にそのIrFi序を示す.

硫葦-KOIi試in-のき豊沃｡机北軍O.25gを約 1Nの

熱水 KOH-cthno1101)mT.に31.弧でfrT坪せ しめろ｡

椛苅-CCl･バ?.i旅の判･Zh-柵斑郊 2.5ひg を純 CCll

1()99mlにHiimでfTli略せ･しめる｡

irl光許ヨの講釈｡粥 料氾T空に伏 t),0.2-1.0mg.

Pyre./ml.に対 して .F560mILiP光器を 0.01-0.2mg.

Pyre./mL に対 しては 4iOmFLiP光署護を用いる｡

供試液の製法う一定量の試料･(油剤,粉乳 #_1出物)

を kerosineで溶解或は稀釈し壊変を 0.2-1.0mg.

Pyre./ml.とする (560muiP光器使用の場合)O

控準溶液の製法｡0.5mg.Pyre./ml.の kerosine

溶液を作る.

発色及び此色O正椛にLft試硬 lml.を24×150mm

の試験管に探 り正統に舵i+a-cch粥液.3ml.を加え-d!

に統苅-】く011許菜3ml.を加え粍栓 して 15砂ItTl妨召盟
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L虹には浴 (300士0.50)に掛ナ正椛に73分間発色さ

せる｡少丑の荘苗土を加え2分以内に比色管内-ip過

し 臣で基況合後正柾に75分後に此色定立する.この際

lml.kerosine のみを同様に処理した液を blankと

して100%transmittancei,するo控準浴液に対して

も同校に比色する｡

袖山物自体の色に対する補正t.供試液,蛭準溶液及

び blank液の各々を硫黄を含まない上記試薬で全く

同様に処理して夫々の transmittanceを読む｡

計非法｡al)sorbance

し抽出物自作の色による absorbanceを差引きBcer

の法則から厄接に比例関係で濃度を井出する.

本法の枚討｡

発色反応に対する時間,温度の影野｡色の弧蛇は拐

浴温皮が30'の吻合,39分及び5S分の所に2つの山を
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示し以後逗絹的に下降する｡

Pyrethrinsの比率の影響JPyrethrinJIが多い

程桐供い伯を示す｡

Beerの法則成立の妬臥 560mIJiP光器使用の際

は 1.4mg.Pyie.I/ml.迄.叉449品ILiP光器位月Jの

際は0.2mg.Pyre./ml.迄が直税上に在り,それ以上

'O濃度七は醜分ずれを示すO殻適改段堀田は夷々 0.3

-1.2mg.Pyre./ml.及び0.05-0.15mg.l'yre./ml.

である｡

干渉物質について｡Acetaldehydeは発色す るが

henzaldehyde,ace.tone等は発色しないoPyrcthrin

玩濠物質例えばEthyl-chrysanthemumatcはPyrc-

thrinsの 約9%, 又 Allethroloneは約13,0.'の発色

を示す｡協力剤,DDTは市販殺虫剤程圧の比では全

く妨買作用を示さない. (熊沢;Li三l'16)

釈, 刊 紹 介

屋内書虫の防除-ン ドブック

M T̂･r･TH,^rnold(1954)HandbookofPest

Control.Thc工;ehavior,Lifeliistory,and

ControloflTouseholdPests.(2ndEdition)

106Spp.233,6gs.MacNaiy-DorlandCo.,
N.Y.$9.23

家E壬は人r川がその文化的な営みの結果として窪みだ

したもので,まったく自然界に見ることの出来ない特

殊な芯出を作り山している.比較的恒常な気象状態に

つけ加えて,人間の営みの産物であるいろいろの物質

がうず拓くiJiみかさねて泣かれているのである.それ

は或る柾折の鬼火にとってほ宍に比の上もなく好まし

い化み切所であL),食料であるに違いない.野外の自

然とはまったくb'i･つた畦班の昆虫がそこに実績し雪々

人加の出TLl.に大きな干渉を及ぼしている｡そこに家屋

内の日出の研兜が要求されて来るのである｡

しかし, ■出合もと晒し'と言うか,この吾々に一

番身近かな間抱が宍は案外にも研究されていないので

あって,今までに全般的にまとまった本は W F･IDhlER

の検索ぐらいで奉ろうO全般的な知識を求やようとす

るとあちらの本こちらの論文と拾い読みをしなければ

ならなかった訳であるOところが,蕗に57nJ介する-I

ドブックはその欠を祁うもので,一千頁余の大新に手

際よく多くの知識が述べられているO著者 M ALT.rR氏

については評しくは知らぬが,カ.)れレニヤ大学出身

の祈進で栂Et:告虫防除の研究をしている人である.そ
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九にしても,よくこれだけのものをまとめたものだと

感心Lでしまう.この本は1945年に初版が山で,今比

のはその増祁再版なのであるが,一部はまったくむ改

められたぐらい45年以後の新知識が述べられているO

瓜.蜘妹,ダニ以外はすべて昆虫であるが,淡芯内

に仕んfc.吾々に告を与えている動物を口や科の//)筋学

的区別にしたがって各輩にわけて説いている.良,i,

ミ, 1.ビムン,ゴキブリ,コオロギ,-サミムシ,自

蛸,ヒラタキクイムシ等木材港孔虫,チャタテムS,,

ナンキyムシ,衣蛾,カツオブシムン,蟻,蜂,町演

田虫,シラミ,ノミ,帖,アブ,蚊の炉,蜘妹,ダニ

についてである｡もちろん韮要性に応じて長短はあE),

良,白蟻,貯栽害虫,帽,蚊の叛についてはそれぞれ

古式余をさいているOこれらについて,それぞれの相

原の区別点,生碍史と習性,その加苫状況,Fiも適切

な防除法にわたって穀近の研究まで引用して嘩べてい

る｡特に防除法は新しい寂近の方法について詳しく告

いであるので大変参考になるO主な柾現についてはそ

の全形図,生活史を示す図が鮮明に印刷されているの

で大変理解を助けるOこの外に3茸があって,家臣の

木材腐朽宙,家定内の告虫駆除桑,臆蒸剤について述

べてある0番環ごとに引用文献が沢山にか げゝてある

が,や アゝメリカの莱坑にのみかたよりすぎている.

以上のように,机上において大変班利なよい本に迅

いないが,難を言えば雪々には価格が苗すぎろことと,

対象とする柾顎が少々日本のものと違っている点であ

ち.けれどもこれは勿.n本の有月ほ を扱 うものではな

I..t｡ (内田佼)描t)


